
１ 特色ある各町の取組のご紹介（せたな町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育講座 親子 deよりみち広場 

 令和 5 年 10 月 14 日（土）、せたな町民ふれあいプラザにてせたな町教委主催の「親子 de よりみち広

場」が開催され、町内の親子連れ 70 名が参加しました。 

 当日は、せたな町の読み聞かせボランティアや家庭教育ナビゲーターの協力のもと絵本の読み聞かせや

子育て相談などを行ったほか、ステージではジャグリングのショーやピエロのバルーンショーが、フロア

では似顔絵コーナーやＰＣのタイピング体験コーナーが開かれ、参加した親子連れは楽しいひとときを過

ごしていました。 

奥尻町立青苗小学校 学校ブックフェスティバル 

 令和 5 年 11 月６日（月）、青苗小学校で「学校ブックフェスティバル」が行われました。北海道立図書

館が学校図書館活動の活性化や子ども読書活動推進を支援するために毎年全道 10 校ほどで実施している

もので、青苗小学校では３度目の開催となり、全学年 19 名が参加しました。 

 教員による読み聞かせの後、会場に並べられた絵本やしかけ絵本を楽しみました。怪物が飛び出るしか

け絵本に驚いたり、おはなし迷路（巨大な迷路を通りながら物語をつなげていくもの）を指で一生懸命な

ぞりながら読み進めたりと、友達や先生と楽しむ様子が見られました。 

 それぞれ５～６冊の絵本を借り、全校では 149 冊の本を借りていました。「今まで読んだことがない絵

本だから、早く家に帰って読んでみたい。」「読み聞かせでは途中までしか聞けなかったから続きを読むの

が楽しみ」などと感想を述べていました。たくさんの本とふれあうことで、ますます児童たちが読書に親

しむきっかけとなりました。 
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ひとづくり  や まちづくり

２ 学校図書館の取組（奥尻町） 

【↓会場の様子（タイピング、似顔絵、バルーンアート）】 

【会場に並んだ絵本】 【おはなし迷路】 【読み聞かせ】 



 

 
◇ ◆ ◇ 檜山教育局からのお知らせ ◆ ◇ ◆ 

３ 第２回放課後活動推進協議会（道南会場）を行いました。 

４ 令和５年度 第２回檜山管内社会教育委員研修会 

 

 

 令和５年 11 月 10 日（金）、放課後や休日などにおける子どもの活動拠点づくりに関わる方々を対象に、

令和 5 年度第２回放課後活動推進協議会を開催しました。子どもへの活動支援の在り方についての講義や

演習をとおして、放課後活動を支える方々の資質向上を図ることが目的で、全道からおよそ 130 名が参加

しました。 

 講義・情報交流では、愛知県の中部大学現代教育学部現代教育学科准教授立

田祐子氏から、「支援を必要とする子どもとの接し方」と題し、発達障がいにつ

いての基礎知識や、ライフステージから見た二次障がいについて講話をいただ

きました。子どもの良さをいかし輝かせることが教育であることをベースに、

子どもへの声かけの仕方や、効果的な約束の仕方についてお話いただきまし

た。 

 演習では、国立日高青少年自然の家主任企画専門指導職の石山浩幸

氏が、「屋内体験活動について」と題し事例紹介を行いました。その後

は、「普段の活動に何か一つ新しいしかけを」というヒントを元に、よ

り子どもたちが興味関心を持つような取組にするために、それぞれが

実施している活動を見直し、発表し合いました。 

参加者からは「障がい特性を抱えた子どもたちの個々の能力と可能

性を理解し、それを伸ばすための支援を行うことの重要性を学びまし

た。」「演習では、いつもの活動に一つしかけを入れるというテーマがわかりやすく参考になった。」「情報

交流の中で、話をしっかりと聞いてあげることの大切さを再認識しました。」などの感想が寄せられまし

た。 

 

 

令和５年 11 月 14 日（火）、第 2 回檜山管内社会教育委員研修会が行われ、各町の社会教育委員、社会

教育行政担当者が参加しました。 

 講師に、社会教育士で北海道地学協働アドバイザーの青田基氏を招き、「コミュニティ・スクールと地域

学校協働活動の一体的な推進」について講演いただきました。コミュニ

ティ・スクールが学校と地域を取り巻く課題を解決するための仕組み

であることや、地域学校協働活動を進める上で社会教育委員が果たす

べき役割などについてお話いただきました。 

 参加者は、地域課題について考える演習を通して、当事者意識を持つ

ことや地域主導で取組を進めていくことの大切さについて学んでいま

した。 

 

 

 

 

 

 

○ アンケートの協力について 

「ひやまをつなごう」をより充実した内容とするため、アンケートに

ご協力ください。今号の感想などの他、皆様からの情報提供もこちらか

ら入力できます。個人配信の登録者も募集しています！ 

 

※ＱＲコードは（株）デンソー

ウェーブの登録商標です 

情報提供・アンケート 

個人配信登録はこちらから！ 

【立田祐子氏】 

【参加者間でアイデアの交流】 

【講演の様子】 


